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　いかなる学校系統の学校においても，いわゆる正常児から，顕著に逸退しているために特別な技
能と奉仕を教師に必要とする生徒たちがいる．そうした児童たちは特別の奉仕を考えた教育計画で
ないと適応できないのである．そうした子供たちの中には，身体的にhandicapをもった盲児　ろ
う児　肢体不自由児や知能発達の上から顕著な遅滞を示す子供とか，情緒的に障害をもった子供と
か，重大な問題行為を示す子供たちとか，特別に天分にめぐまれた子供たちが存在する．すべてこ
のような子供たちは,特殊児童と称せられるが，そうした子供たちは身体的,知能的・情緒的・社会
的特性において，普通の平均的のものと考えられるものから偏向性を示すものであり，彼らの能力
を最大限に迄発達させるために特別な教育奉仕を必要とするのである．これらの特別な奉仕は，教
育課程の徹底的な修正　特別な教授法　特別な施設，適応的教育計画を含むのである．民主主義の
哲学から生れる一つの主張として，すべての子供は自分の能力の限界迄教育される資格を附与され
ているということがいえる．すべて,入閣は平等に作られているということは,優々用いられること
ばであるので陳腐なものとなっている　しかし，こ･のことは常に意味深いものである．すべて人は
法律の前に平等であり，自由の要求において平等であり，学習する能力において平等でなくとも学
習する権利において平等である．従って，民主主義から民族　信条あるいは能力とは関係なしにす
べての人を教育しようという原理が生れてくる．即ち，教育可能なすべての人の教育である．特殊
児童の教育は，身体的・知能的・社会的特質において，それぞれ偏よりを示す個々の子供たちに均
等な機会を学校が用意せんとする試みを意味するものである．それは，すべての人々は平等に作ら
れているという真実の論理的適応である．民主主義の原理として，屋々引用されるもう一つの原理
は，個人の生活　自由に対する手離しがたい権利　幸福の追求の権利である．特殊児童の教育の目
標は，民主主義のこれらの原理に一致したものでなければならない．これらの目標は，すべての児
童のための教育の一般目標と相違するものではない．特殊児童も他の普通児と同じように家族及び
地域社会の充分適合した一員にならねばならないし．日常の生活活動にも参加し，民主社会の市民
としての責任を果さねばならない．米国の教育政策委員会は，個人として，家族集団　あるいは地
域集団の成員として，生産者　消費者としての活動として，市民としての４つのカテゴリーにそれ
ぞれ目標を設定している.（ａ）自我の実現（b）人間関係（ｃ）経済能率（d）市民の責任　これ
らのどの目標も，特殊児童に適用できる．自我実現は，普通的な要求である．人々の間の差異は.
その自我の実現か表現される仕方に存している．特殊の人も，普通の者も同じように満足な人間関
係をもたねばならない．経済的能率は各自の興味と能力に適切な程度迄達成されねばなら.ないレ市
民の責任は例外なく，すべてのものに属している．
　特殊児蛮は普通の能力の子供の教育に，普通の学校の大半で用いられるGroup education
techniquesでは益するところ乏しいのである．
　今日においても，学校教育の条件は決して充分ではないので，特殊児童を，その陶冶性に従って
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成長させるには，特別な奉仕を用意することが必要である．教育の均等は，個性的要求とこれらの
要求をみたす特別な奉仕の用意とを要求するのである．
　普通児は，すべて特殊児童のために用意される特別の奉仕で得ることがある．第一にhandicapped
childrenはhandicappedでない子供たちよりより個人的の注意を必要とする．普通学級の教師が，
大きな学級の特殊児童に相当の時間をとられるならば，それだけグルニプの正常児に与える注意を
割愛せねばならないのである．しかし必要な特別の奉仕か, handicapped child に用意されて，特
殊教育の学校や学級が整備され，例外的な児童　生徒の受け入れ体制か整えば，正常児は教師の増
加された時間から益をうけるのである．第二に,特殊児童のために発展させられた方法は,正常児の
教育に喜ぶべき結果を生みだしたのである. We learn about the normal from the abnormal と
よ.くいはれる．偏よりをもった児童の社会的不適応の矯正のための多くの教育実践は，すべての児
童のためのすぐれた予防的方法であることがあきらかにされている．重大な遅滞児のために，発展
させられてきたある技術は，亦普通の能力の子供たちにも有効なのである. Montessori Decroly.
Horace MannなどのごときPioneer educatorは特殊児童の教育実践に手をつけたのであるが，
彼らか発展さした技術は正常児にも極めて有効であることか発見された．例えば，知能欠陥児は
through doingでもっともよく学習することができることを強調し仁activity movementは一般
的の教育方法として，後に提唱されたのである．特殊児童のための教育計画は，かくして，新しい
原理と方法の発展に迄導くところの実験的な事態を用意しためであ’つて広く学校に応用されたので
ある．特殊教育の考え方の変化としてHeckは以下の如くのべている．
　山　Exceptional children are basically like other children.
　我々が常に銘記すべきことは「特殊児童の教育は，その基本的概念　目標において，普通の一般
児の教育と共通なものをもっている.」ということであ‘る．胆々，児童の発達について，同一の原理
がみられるのである．ろう児はhearing handicap をもった児童で，子供として普通児の要求　願
望　身体的エネルギーをすべてもつものである．基本的に，ろう児が普通児と相違する点は闘くこ
とができないという点だけである．そして，このh‘earing handicap の故にろう児は話せないので
ある．
　この相違はろう児の教育を計画するに当り，聴力欠陥を特別考慮することを必要にさせるのであ
る．ろう児以外のすべての特殊児童も普通児と共通な基本的動機と衝動をもっている．しかし，こ
うした共通した特長と共に，それぞれのcaseにおいて，その教育計画に特別な奉仕あるいは修正
を必要とする．特殊なhandicapあるいは例外的な条件というものが存在するのである．教育計
画は, (a)普通児との類似性（b）特別な要求　の二つを充分知悉して企画　立案されるべきであ
る.
　(2) Instruction of exceptional children is individualized.
　特殊教育計画の特有の目的からみると，学級作業の個別化を工夫することが当然求められる．こ
の点から，特殊教育の学級は小規模で，児童は適切なSpecialistによってなされた身体または知能
条件の適切な診断の後初めて特殊教育にまわされるべきである．正しい診断か特殊児童教育の第一
段階である.
　(3) Class placement is ａ flexiblematter
　正常児から特殊児童を隔離(Segregation)するやりかた(Policy)について従来論争のあるとこ
ろである．特殊教育の近代的概念は，特殊児童のために計画された特殊プログラムをいねば入院の
必要なときに，すべての児蛮にとられる手筈のごときものと見なされる．それは，児童がそれを必
要としたとき，そして．その間中彼に利用されるspecial serviceとされる．特殊教育のプログラ
ムは，特殊児童が享受する権利を，彼から奪いとるものであってはならない．のみならず，特殊教
育は，各種の異なった方法　事態を認めるものである．
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　特殊教育のプログラムは，普通教育のプログラムと同じ目標　理想によって支配され，普通の教
育計画と同じ原理によって導かれるものである．特殊教育の目標設定の際，職業教育的のもの，あ
るいは教養的のものに片寄ってはならない．特殊教育の場合も，教育の目標は児童が新しい経験が
現れたとき，新しい意味を発見する能力をもつような仕方で，生活のすべてに意味を与えることを
志向するものである．生活の意味聯関を理解し，洞察力を拡大するような能力の育成が目標とされ
る．
　このような観点で，教育をすすめて行くには，教師の側に教材に関する知識　生活問題及び社会
事情に関する深い認識を必要とする．更に，その上に亦学級の生徒各自の反応を支配している多く
の力についての綿密な知識を要求するものである．生徒が家庭の不和で，情緒的に不安定な精神状
態にあったり，食物の不足で疲労していたり，教師に粗野に扱われているため情緒的緊張感をもっ
ている時など課業の意味を把持させるようにすることは，極めて困難な期待である．教師の知悉す
べき資料的知識として，過去の学校記録　家庭事情　遊戯活動　極端な奸悪　知的・身体的・情緒
的成熟などがあげられる．
　教育目標が，普通児のそれと木資的には同じものであって，初めて正常児と同じ教育機会を特殊
児童はもつことになるであろう．従って，特殊児童が追求習得する能力をもっている課程を犠牲に
して，特殊な仕事のために準備訓練する傾向は否定すべきである．職業課程の学習指導において,教
材は職業技能以上のものが学習されるように扱われねばならない．障害児の自立(Self-supporting)
を可能ならしめる訓練は，先づ彼らに生活の広い理解や彼らが学習するものと包括的な生活事態と
の関聯性を理解させることでなければならない．
　彼らに特殊訓練のみが用意されるなら’は，障害児は等しい教育機会を与えられないことになる．
この原理がすべての児童に等しく適用されるべきであるとすれば，特殊学校と特殊学級が確保され
ねばならない．特殊学校あるいは特殊学級は公費(Public expense)で用意されるべきで，児童が
もっているどのような能力も最大限に発展させる教育は，すべての児童に開放されるべきで貧困が
阻害要因として作用するようなことはあってはならない．
　特殊教育においても，よき市民の育成に必要な一般的考え(general concept)一般教養を重視す
べきである．例えば，怠惰な青少年や非行少年たちは，事物の真実の意味を的確に把持していない
のか普通である．事物の関聯性(Relationships)を的確に把持し得ないのである．
　非行少年たちの生徒たちが累積的に身につけている事物の意味及び意味聯関は歪曲されたもので
あるのが通常である．特殊教育の教師たちは怠惰な児童の目を通して，現実の世界を見る努力をな
し．児童の生活事態の解釈は，彼らが全体構造の理解に乏しいために極めて間違いの多いものであ
ることを知る責任かある．特殊教育のprogramは怠惰な児童は，すべて遺伝的によくないものと
か，社会的障害児は二様に同じものであるとかいった考えは否定されるべきである．また，きびし
い体罰や軍隊式訓練の規制は，怠慢な児童の行為を制止する唯一の手段であるとは考えないのであ
る．特殊教育のプログラムは，よき市民を発展させるに役立つ実践の機会を平等に与えようとする
ものである．
　人生を享受することは，他人の見解を理解する能力が増加したり，われわれの周辺で絶えず起き
ている生活の現象を理解し解釈する能力が増加したりすることからもたらされるものであるとする
と，近代的な教育プログラムが必要である. handicapped children に用意される教育は，日常生活
のできごとに広く意味の理解を与えるものでなければならない．次にj凪々共通に示唆されること
は，児童たちは，彼らのhandicapが最大限に相殺されるよう訓練されねばならないということで
ある．この考え方では，盲児に音楽教育，聾児には, hearingが不用な印刷工　その他職工のため
の教育　肢体不自由児には余り動きの必要でない仕事の職業訓練をという主張がえられる．本質的
には，こうした提言は正しいのである．しかしながら，特殊児の教育は特殊の職業技能に限定され
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るべきではない. handicapped children もできるだけ多くの生活事態に接触することによって，生
活の本質的な意義　意味を把握する機会を与,えられるべきである．そしてこの接触は直接的・代理
的とをとわないのであって，いかなる課程もこの目的を達成するために用いられるべきである．特
殊教育のプログラムに潜在する原理は，普通教育の正規のプログラムの実践活動を導く原理と本質
的に相異するものではない．多くの力点が障害児の障害に照合してなされる児童研究に与えられる
べきではあるが，本質的な原理は同一のものである．即ち児童は彼らが自己中心的個人から，自分
の現在の環境に充分に適応できるのみでなく，将来当面すると思われるいかなる新しい事態にも適
応する手段を発見し得るような人間に成長する必要かある．従うて，そのような観点から，児童は
研究され，課程は学習指導されるべきである．
　特殊教育の基本問題は多いが，第一にここでは，特殊児童をもつ両親の問題をとりあげてみる．
児童が入学する迄に両親によって，与えられる躾や在学中に親によってなされる訓練　教育は，よ
みの学習の素地としても作業及び遊びにおける他人との協力を学びとる素地としても影響するとこ
ろが多いことが近来現場教師に痛感されている．この正常児の学級の教師の痛感している両親の教
育指導による学童のReadiness形成の原則は，特殊児についても真実である．両親は自分自身の児
童期の家庭で与えられたものと，彼が生活していたその時代の社会の一般文化から生れた児童訓練
の一般的様式に執着する傾向がある．従って，家庭で必甕な助力を自分の子供に与えるという点で
は，特殊児童の両親は普通児の両親に比して，屋々適当でないということは特異な点として注目す
斗
あって，個人としての相手を相互に理解し，共通の目標　理解　技術をもって初めて，もっとも効
果的なものとなり得るのである．･父兄に共同の仕事の役割りをよく理解せしめ，自信をもって教師
との共同の仕事にあたらせることか必要で，そのためには，先づ教師は，特殊児童の両親の問題を
理解し，そうした問題解決に両親と協力することに努力しなければならない．普通，両親は自分に
期待されている仕事を充分に果たせない場合，自信や積極性を失って放置してしまう傾向がある．
従って，その両親の能力　現在状況からすすめて行く配慮か必要である．
　　　〔両親の態度の育成〕
　承認(Acceptame) ; handicapped childrenを扱う人々は，こうした子供たちの両親の一番大き
な問題は，これら特殊児童を情緒的に受け入れることができるようになるということに存すること
を見出すのである．特殊児童と普通児をとわず，子供たちが自分たちの両親の愛情という点につい
ては，充分の安定感をもっているということか緊要であることは，自明のことがらである．特殊児
童の教育の場合，両親の愛情は，特殊児童をもったことによる屈辱感　憤怨　罪悪感に対する過度
の補償憲識の性質あるいはあわれみの性質を帯びたものであっではならない．いかなる人間関係に
おいても，その名に値する愛というものは，愛情を与える者の単なる自恣（放恣）（自己満足）と
いうよりは，むしろ相手の個人の最善の幸福を願う誠憲で成り立っている．両親は，特殊児童を無
意識に拒否(Rejection)する気持をもっているが，その拒否をかくす気持で愛惰を注ぐことか考え
られるが，それでその欠陥からくる意識を打消すことにならない．その上，子供は，すべて愛され
ることが必要であるが，それだけでなく，自分自身の存在で，また自分の長所で自分は，家族から
望まれており，家族集団の望ましい一員であるという所属感を感じとることか必要なのである．従
って両親は，自分たちのhanc!icapped child を情緒的に受入れねばならないが，両親は子供の
handicapについて，客観的であるように指導されねばならない．このことは，子供と子供の両親の
両方の精神衛生に緊要である．医者　精神分析学者　心理学者　社会事業調査員　教師たちは，非
常に歴々彼らの子供のhandicapを受け入れることを拒否する両親に出合うのである．時に，現実
からのこの逃避は，子供を医学的検査あるいは心理学的検査を受けさせることを拒否することに見
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出される．そうでないとき，両親は事実を正視し有能な権威者の熟練された意見を受け入れること
を拒否するのである．
両親か，彼らの子供のhandicapを客観的なかたちで受け入れるように助力するに用いられる方
法は，種々さまざまなものが存在している．一つの行き方は，先づ両親に彼ら自身及び他人を受け
入れるように指導助言することから始めることである．すべて，人間は自分がもっているものでや
って行かねばならない．われわれの大半の者は，非凡な天才や偉人ではない．われわれ個人か現
にあるがままの自分自身を受け入れるようになったとき，成人になったと称せられるし，それが
adolescenceの大きな指標である．従って，人々は結婚の相手や友人を対象が美　知性　特殊能力
の典型的人物であるからではなくして，さまざまの欠陥をもつか，彼らのあるがままを好むが故に
選ぶのである．若しも人が家族や友人を彼らが完全てないからというので拒否するのであれば，神
の世界に孤立したものとなるであろう．従って，児童のhandicapは人間の不完全さ　欠陥の一般
的問題の一部であって，すべて人は先づ第一に自分自身の欠陥などを直視し，次に自分の接触圏内
の他人のそれを直視すべきである．従って，特殊児童の両親は自分たちの問題はj　独自(unique)
のものではなくして，すべての両親の一般的な問題の一部なのであることを認識すべきである．両
親は，いつも期待や予想に反した資質や容貌や体質の子供を受け受れ(accepting)ねばならないの
である．教師は，生活についての民主的な考え方を父兄と話し合うことによって，彼らのhandi-
capped childrenを受け入れるように助力し得るのである．人生の諸問題を宗教的観点から，考え
処理しようと考える父兄は，すべて人の子は神の子で絶対の価値をもつものといった信念に訴える
ことによって助力を与えることができる．また普通多くの父兄は，普通の教育課程では，その子供
たちのhandicapは加わり，彼ら自身の困難は増加するということを明らかに示されるならば，自
分たちの子供を情緒的に受け入れ，子供のhandicapについて客観的な見解をもつように指導助言
されるものである．
　私たちの日常生活の行為の多くのものは，利他的動機と利己的動機の混合物であることを特長と
するものである．児童の適応を阻止するのはhandicapそれ自体ではなくてhandicapped child 自
身が自分のhandicapをどのように受けとるかということによっていることか非常に屡々であるこ
とを両親に明らかにすることが必要である．どの｀ように，児童が自分のhandicapについて感じる
かということは，相当程度迄，彼の而親の態度の反映のように思われる．自分のhandicapについ
て過度に敏感である，あるいは気おくれしているhandicapped child,あるいはhandicapのため
に憂うつに，あるいは憤り易くなっているhandicapped child は，誇示　怒り易いとか，弱い者い
ぢめとか虚言とかの如き防御体制をつのらせやすい. Defense Mechanism でないときも，過度の
敏感性　自己れんぴなどの退行傾向をつのらせやすい．特殊児童の両親に与えられ得る最善の援助
は，自分の子供の長所についての理解から生じるものであろう．肢体不自由児の両親は，自分の子
供が決して歩かないという事実に注意をむけるかわりに，自分の子供は，その手を用い話すことを
教えることができるという事実に注意を集中するように助力されるべきである．結局，すべての両
親は，自分の子供は何か教えられるかを早く見きわめ，それに適応しなければならない．すべて両
親は，自分の子供は，何か教えられるかを早く見きわめ，それに適応しなければならない．
　すべて両親は，子供と幸福な家族の一員として生活して行くためには，彼らの抱負　理想にこだ
わらず，むしろ彼らの子供の独自の可能性に注意の焦点をむけるべきである．
　　　〔両親の理解の発展〕
　特殊児童の取り扱いで父兄が当面する問題で困惑している多くの両親たちは，彼らか当面してい
る事態を理解する上で教師の援助を必要とするのである･.
　(1)特殊児童と普通児との類似性を理解すること一特殊児童の両親は，彼らの子供たちは基本
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的には，普通の他の子供たちと基本的には同じような,ものであること,'即ち特殊児も決して奇異な
人間ではないこと，そうしたものではなくして，ただ普通人のすべてがもっている資質あるいは能
力をより少く総量として，もっているという点て相違ず撮にすぎないものである．特殊児にせよ，
普通児にせよ，子供というものは，特異な組合せをもっているのであって，すべての子供は，特異
な差異性をもつものである．すべての児童は，個別的存在(individual)とある．従って，すべての
両親は，この点から出発せねばならない．教師や官公庁の管理者は，個ヽ々の両親にさきのような児
童観を両親にもたせることによって，大いに効果をあげるこ'とができるのである.
　(2)すべての児童の基本的な要求を理解すること；教師Social Workerは股々特殊児童の両親
にすべての児童は同じような基本的な身体的べLヽ理学的要求をもうていることを理解させる点にお
いて助力を与えることを必要とする　即ち，すべての児童は適切で調和のとれた食事　充分な休み
睡眠　快適な温度　快適な活動などを必要とするのである．　　　　　．
　またすべての子供は，人々から愛され，求められること,∵自=分自身の生活の競争で適当の独立性
を確保し，自分自身の決定をなし，ある仕事の完成から来る成就感壱味はい，自分の存在を他人に
認知してもらい，自分自身の内面的基準にある程度迄到途しているということから，自分自身ある
程度価値あるものであると感じること，こうしたことからを体験する必要があるのである．子供た
ちを助けて，彼らの身体的及び心理学的要求充足の方法を発見することは，普通児の両親の課題で
あると共に同様に特殊児童の両親の課題でもある．　　　し
　(3)特殊児童の教育には種々さまざまの手段が用いられね'は,ならないことを理解すること；すべ
ての児童の教育目標はSelfrealization, happy human ｒｅ叫tionships,Economic efficiency,Civic
responsibilityなどがあげられるが，特殊児童の両親は偉らの児皇のcaseにおいては，その教育目
標は本質的には同一で，その到達の手段が相異すべきもめであることを理解するように助言される
必要かおる．特殊児童のための類似の目的を達成するために種々迦ったCurriculum, Methodが用
いられねばならないことは屡々である．両親は，屋々冶分たちの子供の教育は，教育の一般的問題
の一部であることを見失うものである．特殊児童の父兄たちは，孤独なたたかいをたたかっている
のではないこと及び，すべて両親というものは，自分の子供たちを助けて，子供たちの基本的要求
を充足する方法を見つけさせ，子供たちの能力を充分に伸張するよう育成する問題に当面するもの
であることを知る必要かある．教育目標は，すべての子供たちに同一で，普通児　特殊児も本質的
には差異はないのであるが，これらの目標を達成する把用いられる手段はそれぞれ相違せねばなら
ないことを両親になっとくさせる際に，ある種の現実的の問題が起きでくるのである．その問題の
第一のものは，自分の子供が公立の普通の昼間学校から排除宍れるととを両親が発見するときに起
きることが考えられ，問題の第二は，子供を特別学級あるいは特別の学校に登録することを両親が
拒絶するときに起きるのである．これらの問題は，２つとも両親が自分の子供のhandicapを客観
的に受け入れしめることがらと結び合っているのである．
　更に，教師は父兄に特殊のhandicapをもっ子供たちめために，特別に発展されたCurriculum
experience, Teaching Method, 1earing aids が用意されていて，子供たちがそれらを与えられて
成長発達していることをdemonstrateできねばならない.,両親と接し，相談相手となる教師や施設
の指導員は，特殊児童の信頼を得ることができるという,ことが極め,て大切である．若しも，学校の
職員か子供たちの教育の問題を特殊児童の両親たちと共に共同研究　共同追求しようという観点か
ら研究することができるならば，子供の最善の発展の解決法を発見することも期待されやすいので
ある.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
　(4)特殊児童の教育への両親の寄与,の性質を理解するとと；教師やcase workerらは特殊児童
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｢の両親に児童の発達における成熟と学習の相対的な役割を迦解させるに助力を与･える必要かある．
特殊児童の両親はReadiness　はすべての技能と知識の発達に軍犬であることを理解する必要があ
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る．両親は，この‘Readinessに寄与することができるhomeworkの種類を知る必要かおり，子供
の神経組織(Nervous system)の発達令待たねばならないが，その時期を知ることも必要なのであ
る．両親は，特殊児にせよ，普通児にせよ，すべて子供というものは個有の発達のＴｅｍｐｏをもつ
ものであることを知る必要かおる．また各種の技能と知識の学習のReadinessに自分の子供たちの
handicapがどのように影響するかを理解する必要がある．例えば，両親は，すべての子供たちの
言語かどのように発展するか，そして，すべての両親かその言語発達に果たす役割を理解する必要
かある．ろう児及び知能欠陥児の両親のcaseの場合，その両親は，これら児童の言語発達におけ
る両親の役割は普通児のcaseの場合よりも拡大して考えられるべきであるが，その差異は本質的
には程度の差異であることを知る必要かある．このことは，学校か指導性をとらねばならない両親
教育の側面である．両親か彼らの児童の発達において演ずる役割に関する適切な理解を発展するこ
とが特に両親　教師　学校長　Case worker の話し合いで重視さるべきである.
　（5）自分の子供たちの教師以外の教師や関係指導者と協力することの大切なことを理解させるこ
と；普通教育において，すべて子供の発達というものは，すべての関係者の共同の仕事（ａ team
Ｊｏｂ）であることか一般に良く認識されてきている．ＰＴＡ組織のおどろくべき発達は，この種の
協力の必要の自覚の高まりの客観的なあらわれである．特に特殊児童のcaseの場合，この共同は
特に緊要なものであって，医者　Social worker　各種の地域の行政機関　教育施設にまで共同関
係は拡げられる必要がある．特殊児童の両親は，就学前期においてのみならず，就学期においても
充分に効果的にこの協力をなす際に，教師からの特別な助けを必要とするのである.　．
　（6）特殊児童の可能性を理解すること；多くの特殊児の両親は，自分の子供の欠陥の意識に圧倒
されてしまっているので，自分の子供の可能性，長所を発見することができる程綜合的に子供を見
ることはできないものである．彼ら両親が子供の限界を客観的なかたちで受け入れるということは
重要であるが，特殊児童の両親たちが自分の子供たちが労働者として，また市民として，また人間
(human being)としての発展のための自分の子供の可能性を理解するように助言指導されるという
ことがより重要である．特殊児の両親は，彼らの子供のhandicapをもっている一般の特殊児の一
般的可能性を理解し，次ぎに自分自身の子供の特殊な可能性について認識を深くする必要がある．
教師は，子供の可能性を両親に理解させることにおいて，助力を与え得るKey person である．教
師は児童の資質とその長所　可能性を評価し指てきすることができるのである．両親は，一般的な
命題で説明する人に対してよりも，個人としての自分の子供を知り理解する人に遥かにより多くの
注意を払う傾向かある.
　（7）特殊児童の両親自身の行動反応を理解すること；特殊児童の両親は，彼らの子供のhandicap
に対する彼ら自身の反応について深い識見を身につけるように助力をうける必要がある．自分の子
供について，怒りや，しゅうちや，困惑や拒否，れんびの情や過度の心配，忍耐できないことなど
の気持を表明する両親も，情緒的に自分の子供を受け入れることを表現する両親も共に教師からの
援助を得て，彼らの行為の背後に存在するものを理解することが大切である．すべての両親教育に
おいて，両親か彼らの子供に対する彼ら自身の行為を理解するということは極めて重大なことであ
る．教師は両親自身の反応を理解するように大いに両親を援助することかできる.･こ･のことは，形
式ばらない雑談を通してなすことができるのであって，教師はNondirective Counselingをなすこ
とができる.
　（8）両親の技能の発展；彼らの特殊児童に対するある種の態度を発展させ，そしてある種の理解
を身につけさせる問題に加えて，彼らの子供の最善･の可能な成長と発達を促進する上に，学級教師
以外のLeaderと両親が効果的に協力できるように，ある種の技術を習得するように，子供たちの
両親を援助するというその他の附加的な問題か存在しているのである．見識もあり，態度もすぐれ
ている両親の多くのものが，自分の子供たちを助ける方法を知らないものである．
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　①　児童の家庭における情緒的安定を確立すること一教師やその他の指導員は，どのような要
因が子供自身の家庭における子供の安定感(Child's sense of security)の発展を阻止しているか
を適正に両親が把握し理解するよう援助する必要がある．この援助は，両親との非形式的の話し合
いや特殊児童の両親のdiscussion groupが通じて，嘩た, PTA'の会合を通して，また，学校か
準備し両親に送るBulletinを通してなされ得るのである．両親は，家庭における過度のいさかい
口論　躾に関する両親の意見の不一致　両親の独裁的支配一両親の偏愛などによって，特殊児童の
情緒的安定感が歪められることについて充分自覚的であ弗ように助力を与･えられるべきである．
　特別な偏愛や冷めたい扱いも共にその特殊児の最大限の戟展は阻害されるのである．積極的な観
点からは，両親は特殊児童に自分は家族の価値ある成員であると感ぜしめることがいかに大切であ
るかを知らしめられるよう助言される必要かおる．自身の情緒的成熟か適切でない両親は，特殊児
童によって要求される特別な世話のために不幸に苦しむ人間として振舞いやすいものである．その
ような父兄は，自分の子供を愛していて，その世話も喜んでしているときも他人に自分の不幸を認
めてもらいたいという気持をもらすものである．彼らの重苦しい責任についての他人との話しや他
人への不幸　ぐちは普通児の時と同じように，彼らの特殊児を傷つけることを認識させる点て指導
される必要がある．教師は，両親たちに両親か彼らの特殊児と共に遊びたのしみを分かち合う時間
をさくことが重要であることを理解させることで両親を助ける役割を非常に大きく果たすことかで
きるのである．子供たちは大人と同日に彼らの快苦を共にし，仲間意識をもつために積極的に心を
くだいてくれる者を友人とみなすものである.
　②　子供の保健の育成を計かること handicapがどのようなかたちのものにせよ，特殊児童は
可能な最善の健康の基礎を必要とするのであって，それらを母胎にして発達が可能なのである．学
校は，こうした子供達の･母親に，どのように適切にして充分調和のとれた食事を用意するか，彼ら
の子供たちは充分な休息と睡眠を与,えられているか，矯正の可能な欠陥・よくない歯　扁桃腺　ア
デノイドなどの矯正など忘れてないかなどをたしかめることなどめ点において充分指導を与える必
要かおる．教師は，子供の両親がその子にとって不可能なごとを試みさせようとしたりしないよう
に，そしてまた彼らの子供の健康について過度の心配をしないように注意深くあらねばならない．
すべて，子供の健康を過度に心配することは調和のとれた最善の発達を促進するよりむしろ防害す
る傾向があるのである．特殊児童の両親を助けようとする教師は，子供の健康を育成する方法を両
親に示すに充分な最も実際的なその方面の知織をもっていな尹ればならない.
　(3) Motor skillの育成　　　　　　　　　　　／．
　運動技能は，すべての児童の身体的・人格的要求を充足するに際して，重大な役割を果たすもの
である．特に特殊児童の場合においては，運動技能は特別大切となる．先ず第一に運効力の問題が
重火である．従って，われわれの生活活動の実に多くのものは手による湛能な操作というものに依
存しているのである．知能欠陥児は，屡々歩行の習得や運動統制の力の獲得に援助を必要とするの
である．両親は，その子供たちの不器用　迎勁神経の協応動作の欠如を克服する方法を子供に具体
的勁作で教示することが求められるが，そのための指導を教師から受ける必要かある.
　　(歩行の仕方　ボタンのつけかた　靴のはきかた) Minnesota PamphletのTeach Me は両親
に知能欠陥児に以下のようなことがらーコップからののみ方　スプーンのもち方使い方　フォー
クの用い方　ロのふき方　ナイフの用い方　靴下のはき方　衣服の着用の仕方　便所の利用の仕方
玩具の扱い方　歯の磨き方　ハンカチの用い方　入浴の仕方などを教える方法を具体的に示してい
る．以上のような技能の発達は特殊児の場合においては．実に多くの量の成功のencourageと両親
自身の側の多くの忍耐心のみならず極めて多くの規川正,しい系統的なまた具体的な実践を必要とす
ることを認識するよう指導される必要がある．脳性麻疹の子供の場合，両親の責任は非常に大であ
る. Gratkeが指摘しているように医療訓練の時間は１日の24時間の中小部分であって，その外の
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子供の改善の時間は両親の責任である. St. Jamesは脳性麻邦の児童をもつ親は経費のかかる処
置　訓練を不当に高く評価して自分たち自身の手が自分の子供たちの麻蜂の治療　復調に主要な役
割を果たし得ることを見失いがちである．医師　教師の指示の下に両親は効果的で価値あるhome･
treatment programを実践することができる．脳性麻奸の両親は，彼らの子供の治療処置におい
て，彼らの果たす役割を充分医師や教師から学びとるよう歩導をうける必要がある．両親は命ぜら
れた訓練活動．練習活動の系統的・良心的遂行実践の重大性を学ぶ必要がある．各種の外科的矯正
補助器は．それぞれ子供の身体状況によって使用目的が相違するが，すべての場合において両親の
それら器具に対する態度が児童の態度を決定するように思はれる．従って，その矯正補助具がどの
ような目的で用いられるかを両親が知るということが大切である．教師　医師は児童の性格発達に
おける迎動技能の発達の価値を理解するように特派児童の両親を助けねばならない．それは生活の
基本的過程において，歩行するこｔができるとか手を用いたりすることができるという実用的利益
を単に憲味するのみでなく，むしろそれらの領域における達成がもたらす独立　成功感,.承認　自
己尊敬などに対する要求の充足という効用性が重大である.
　（4）言語の発達
　言語は，すべての児童の発達における重要な用具の一つである．然しながら，各種のhandicapped
childrenの場合，特にこのことは切実な真実である. (the deaf, the mentally deficient, the
ｃｅ･■rebral-palsied,the blind)
　聾児の場合，言語発達における両親の協力は極めて緊要である．それは子供の出生と同時に始め
られねばならない．例えば聾児(deaf baby)は同一の恒常的な明快な言語をいつも与えられるべき
で，そうした言語をきくことによって乳幼児は非常に多くの利益をうけるのである. hearing baby
の母親はbabyが理解できるずっと以前から彼らの子供に話しかけるのであって，こうした母親の
話しかけは非常に子供の発達に役立つのである．聾児の両親は，ろう児には特に１才の時から，こ
の話しかけの発達への寄与がいかに緊要であることを知る必要がある．この最前の方法を知るため
に教師の助けを必要とする. Tracyは以下の如き原則を示唆している．：（ａ）ヽ児童は話し手を見る
(See)ことかできなければならない（b）光りは話し手の顔にあてられねばならない. Cc)話し手
の顔は，できるだけ，児童の顔と同じ水準で余り離れてはならない.（,d）全休として．まとまった
文章及びよいことばが用いられるべきでSingle Word やbroken plirasesあるいはBabj' talk は
さけること. (e)大人は明快に，そして自然に話すべきで，また，ことばをロの中でいったり誇張
して話したりすることなく，よいことばの使い方を工夫すべきである. (f)大人は，もうすこしゆ
っくりと話すべきで休むときも自然にそれか起きると思われるときのみ休むこと. (g)話し手は話
し中は頭あるいは手をうごかしてはならない. (h)話し手は何か遠い将来の事柄よりもむしろ直接
的な事柄について話すべきである／盲見の両親は経験　事件　対象物について非常に多くの分量話
しかけることによって盲児に言語を発展させる最善の方法について，そして視覚以外の他の感覚特
に触感覚を通して，子供にゆたかな感覚的経験を提供することについて指導を必要とする･.
　（5）学習を動機づける技能の発展レ第二次G. W.における軍人の訓練における教育活勁から学
びとられたLessonsの一つは> Motivationのすさまじい力である．学習の熱意は，学習における
生命力ともいえる要因（ａ Vital factor)ヽである．このことは特に特殊児童については事実であるi
強いMotivationのために，偉大な人物となったhandicapped individualsの物語は人類の歴史に
おいていたるところにみられる．特殊児の両親は，彼らの子供の心の中に学習の熱意と持続力　忍
耐心を発達させる技能を学習することが重大である．このことは多くの仕方で影響をうけるのであ
る．　先づ第一に児童は自分の家庭でemotional security の安定感の基本をもたねばならない．第
二にその子供の両親は，子供の可能性(Possibilities)を信じなければならない．第三に自分をはげ
まして，学習させ自分の努力，学業成果を賞讃する両親をもたねばならない．第四に特殊児は自分
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を助けることにおいて忍耐心をもち，余りに多くのことを期待しない両親をもたねばならない．学
習意欲を換起する問題は，すべての教師の当面する普遍的な問題である．
　この問題が日常生活において充分うまく行っていないというこどは就学以前には学習意欲のさか
んであった多くの子供たちが学校で多くの学習時間をもつ時期になると全くその意欲か,なくなって
いることによってよく示されている．そ.の点，特殊児の両親は学習の熱意を子供に喚起しその熱意
を保持する能力の点では，普通学級の児童の両親よりもより賢明である必要がみられるのである．
このために, P.T.Aの研修会とか学校授業の見学とか教師の，積極的な両親教育が考えられる．
この場合Social Worker学級教師の家庭訪問などによって原理をその特殊児童の家庭の中に発見
される特殊の事態に応用することについての指導が充分.に考えられねばならないのである．
?
?
??
??
?
?????
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